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ベ
ラ
ル
ー
シ
国
立
大
学 

学
長

右から２人目がアブラメイコ学長

　

平
成
23
年
５
月
16
日
（
月
）、
ベ
ラ
ル
ー
シ
国
立
大

学
の
セ
ル
ゲ
イ
・
ブ
ラ
デ
ィ
ミ
ロ
ビ
ッ
チ
・
ア
ブ
ラ

メ
イ
コ
学
長
が
、
有
川
総
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

同
氏
は
現
在
、（
独
）
日
本
学
術
振
興
会
の
国
際
事

業
に
よ
り
、
本
学
大
学
院
シ
ス
テ
ム
情
報
科
学
研
究

院
に
て
研
究
中
で
、
今
回
の
表
敬
訪
問
に
は
、
谷
口

倫
一
郎
シ
ス
テ
ム
情
報
科
学
研
究
院
長
と
同
院
の
内
田

誠
一
教
授
も
同
席
し
ま
し
た
。

　

ア
ブ
ラ
メ
イ
コ
学
長
よ
り
ベ
ラ
ル
ー
シ
大
学
の
概

要
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
後
、
今
後
の
本
学
と

の
交
流
の
可
能
性
等
に
つ
い
て
、
終
始
穏
や
か
に
懇

談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

松
浦 

前
ユ
ネ
ス
コ
事
務
局
長

左から３人目が松浦晃一郎氏、４人目が服部英二氏

　

平
成
23
年
６
月
21
日
（
火
）、
松
浦
晃
一
郎 

前
ユ
ネ

ス
コ
事
務
局
長
と
服
部
英
二 

前
ユ
ネ
ス
コ
事
務
局
長

官
房
特
別
参
与
が
、
有
川
総
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

今
回
お
ふ
た
り
は
、
本
学
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
の
稲

盛
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
た
九
州
大
学
百
周
年
記
念

講
演
会
の
た
め
に
来
学
の
折
、
有
川
総
長
を
訪
れ
た

も
の
で
す
。

　

今
回
の
表
敬

訪
問
に
は
、
言

語
文
化
研
究
院

の
山
下
邦
明
研

究
院
長
も
同
席

さ
れ
、
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
お
け

る
日
本
の
国
際

的
競
争
力
強
化

の
必
要
性
や
、

日
本
に
お
け
る

英
語
教
育
の
あ

り
方
等
に
つ
い

て
、
終
始
、
活

発
な
意
見
交

換
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

米
国　

フ
ル
ブ
ラ
イ
ト

国
際
教
育
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
訪
問
団

　

平
成
23
年
６
月
23
日
（
木
）、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ベ

ル　

オ
ー
ル
ド
・
ド
ミ
ニ
オ
ン
大
学
留
学
部
長
以
下

６
名
が
、
倉
地
理
事
と
吾
郷
副
学
長
を
表
敬
訪
問
し
、

海
外
か
ら
の
学
生
の
受
入
れ
体
制
等
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
訪
問
は
、
米
国
の
高
等
教
育
機
関
に
お
い

て
国
際
化
に
関
連
す
る
業
務
に
携
わ
っ
て
い
る
職
員

が
参
加
す
る
米
国
人
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
国
際
教
育
交
流

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
、
日
米
教
育
委
員
会
か

ら
本
学
に
対
応
の
依
頼
が
あ
っ
た
も
の
で
す
。

　

表
敬
訪
問
後

は
、
Ｊ
Ｔ
Ｗ
プ

ロ
グ
ラ
ム
及
び

海
外
大
学
と
の

交
流
の
企
画
・

運
営
を
担
当
し

て
い
る
留
学
生

セ
ン
タ
ー
の

ジ
ョ
ー
ダ
ン
・

ポ
ラ
ッ
ク
教
授

及
び
Ｊ
Ｔ
Ｗ
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
学

生
と
の
活
発
な

意
見
交
換
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

シドニー工科大学
農学部・4年　石塚 友里絵（いしづか ゆりえ）

留学先
大学

九大生が

案内する

世界の
キャンパ

ス

交換留学について詳しく知りたい方は、「九大生のための海外留学情報」（http://www.isc.kyushu-u.ac.jp/ int lweb/study/）をご覧ください。
過去の交換留学生による報告書も大学毎にたくさん掲載しています。

（オーストラリア）

　

シ
ド
ニ
ー
工
科
大
学
に
留
学
し
て

10
ヶ
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

約
25
％
の
学
生
が
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
生
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
の
大
学
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
も
有
数
の
特
色
あ

る
大
学
で
す
。
こ
の
大
学
の
第
一
印
象
は
、

留
学
生
と
い
う
理
由
で
特
別
扱
い
を
さ

れ
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
現
地
の
学
生
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う

に
扱
わ
れ
、
何
か
問
題
が
あ
れ
ば
自
分

自
身
で
解
決
策
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
他
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
特
徴
で
あ
る
多
文
化
社
会
の
恩
恵
を

受
け
、
西
洋
文
化
と
ア
ジ
ア
文
化
を
同

時
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
食
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
い
ろ
い
ろ
な
バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
っ
た
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
人
た
ち
と
文
化
体
験
も
共
有
で
き

ま
す
。
大
学
で
は
専
門
教
科
で
あ
る
代

謝
生
化
学
、
環
境
学
、
自
由
選
択
教
科

で
中
国
語
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。
生
化

学
の
授
業
で
は
現
地
の
学
生
と
と
も
に

学
生
実
験
に
取
り
組
み
、
日
本
と
は
ま

た
違
う
実
験
器
具
な
ど
を
使
い
、
日
々

発
見
や
学
び
の
連
続
で
す
。
留
学
の
一

番
の
魅
力
は
や
は
り
多
く
の
人
々
と
の

出
会
い
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
現
地

の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
に
と
ど
ま
ら
ず
、

各
国
か
ら
来
て
い
る
交
換
留
学
生
と
と

も
に
時
間
や
知
識
を
共
有
し
、
日
本
に

い
て
は
簡
単
に
手
に
入
れ
る
こ
と
の
で

き
な
い
貴
重
な
経
験
を
し
て
い
ま
す
。

特
に
私
の
場
合
同
じ
寮
の
フ
ラ
ッ
ト
メ

イ
ト
が
国
際
色
豊
か
で
、
互
い
の
週
末

に
は
母
国
料
理
を
ま
か
な
っ
て
パ
ー

テ
ィ
ー
を
し
た
り
と
、
勉
学
の
一
方
で
、

楽
し
む
こ
と
も
決
し
て
忘
れ
ま
せ
ん
。

初
め
の
う
ち
は
不
安
ば
か
り
だ
っ
た
留

学
生
活
も
、
新
し
く
で
き
た
友
達
と
過

ご
す
こ
と
で
充
実
し
た
も
の
に
な
っ
て

い
ま
す
。

シ
ド
ニ
ー
工
科
大
学
は
中
央
駅
か

ら
徒
歩
10
分
内
と
非
常
に
立
地
条

件
が
よ
く
、
26
階
建
て
の
中
央
ビ

ル
は
大
学
の
シ
ン
ボ
ル
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。
大
学
の
歴
史
は
23
年

弱
と
短
く
、
特
徴
あ
る
学
部
と
し

て
は
服
飾
デ
ザ
イ
ン
、
ツ
ア
ー
リ

ズ
ム
、
メ
デ
ィ
ア
学
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
多
く
の
諸
外
国
の
大
学
と

協
定
を
結
ぶ
こ
と
で
大
学
の
国
際

化
に
重
点
を
置
い
て
い
て
、
学
生

の
約
25
％
は
留
学
生
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
大
学
の
敷
地
全
体
で
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
、

校
内
の
至
る
と
こ
ろ
に
は
机
と
い

す
が
完
備
さ
れ
、
学
生
に
勉
強
す

る
環
境
を
常
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

大
学
自
体
は
24
時
間
開
い
て
お
り
、

テ
ス
ト
期
間
は
夜
遅
く
ま
で
残
っ

て
勉
強
す
る
学
生
も
数
多
く
い
ま

す
。
そ
の
ほ
か
大
学
内
に
は
ジ
ム

や
バ
ー
、
カ
フ
ェ
な
ど
の
娯
楽
施

設
も
整
っ
て
お
り
、
サ
ー
ク
ル
や

部
活
動
、
文
化
系
サ
ー
ク
ル
も
80

以
上
と
充
実
し
て
い
ま
す
。

大学の特色

大学のクラスメートと（上段左端が筆者）

大学のシンボル
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